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2008年４月１日（毎月1回1日発行） 第463号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年２月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,083世帯 
1,195,732,000円 

45,843円 

第32回 通常総代会 
　この３月末日をもって2007年度

は終了しました。利根保健生活協同

組合定款49条に基づき、第32回通

常総代会を以下の通りおこないます。 

　総代・正副支部長の皆さまには別

途ご通知いたします。 

総 代 各 位  

日時　2008年５月29日（木） 
　　 　　　午前９時30分開会 

場所　利根沼田文化会館 
　　　　　小ホール 
 
　　利根保健生活協同組合 

　　　　　　理事長　都　築　　靖 
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沼
田
の
冬
は
や
や
永

く
て
寒
い
。
山
に
雪
が

降
り
、
里
は
雪
が
少
な

い
の
が
利
根
沼
田
の
理

想
的
冬
だ
と
思
う
。
ス
キ
ー
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
客
が
沢
山
来
て
、
宿

や
地
元
が
潤
う
と
地
域
全
体
が
好

況
に
繋
が
る
道
理
で
あ
る
▼
し
か

し
、
今
は
道
路
が
整
備
さ
れ
車
で

の
日
帰
り
客
が
多
く
て
宿
泊
は
し

な
い
。
食
事
は
コ
ン
ビ
ニ
で
お
握

り
等
を
買
う
の
で
ス
キ
ー
場
の
地

元
に
現
金
が
落
ち
な
く
な
っ
た
。

道
路
整
備
や
公
共
事
業
に
巨
額
の

税
金
を
使
っ
た
反
動
が
こ
の
有
様

で
あ
る
▼
当
院
は
、
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
外
傷
が
直
接
来
院
す

る
。
土
曜
や
日
曜
日
は
そ
れ
と
わ

か
る
人
で
救
急
室
は
混
雑
す
る
。

整
形
外
科
、
脳
外
科
、
外
科
等
の

医
師
は
病
棟
勤
務
の
医
師
も
救
急

室
の
手
伝
い
が
主
に
な
る
位
で
あ

る
。
こ
れ
は
患
者
の
80
％
以
上

が
当
院
に
収
容
さ
れ
る
為
で
あ
る

▼
「医
師
の
疲
弊
」
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
肉
体
的
疲
労
の
み
で
な
く

精
神
的
疲
労
も
多
い
。
「
一
見
客
」

の
為
か
、
受
診
態
度
の
悪
い
人
も

居
て
日
直
、
当
直
の
担
当
医
師
・

看
護
師
泣
か
せ
で
あ
る
。
中
に
は

治
療
費
を
踏
み
倒
す
人
も
い
る
。

し
か
し
大
抵
の
人
は
田
舎
の
病
院

が
懸
命
に
対
応
し
て
い
る
姿
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
く
れ
医
師

冥
利
に
尽
き
る
時
も
あ
る
▼
医
療

は
地
域
あ
っ
て
の
も
の
で
、
地
域

の
産
業
や
文
化
や
生
活
と
密
接
に

関
連
し
て
い
る
。
医
療
機
関
そ
の

も
の
の
存
在
が
雇
用
を
生
み
出
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。

公
共
事
業
重
視
か
ら
生
活
・
文

化
・
医
療
優
先
の
社
会
へ
、
人
間

の
生
命
を
大
事
に
す
る
国
に
、
根

本
の
政
治
に
大
き
な
変
革
が
要
求

さ
れ
る
時
な
の
で
あ
る
。(

都)

あぜ道 あぜ道 

高齢になると夜中に何度も眼がさめたり、朝早く眼がさめることなど多くなり、日常生活に支障をきたすなどの「不眠症」の方が多くなっています。 

「
配
布
者
交
流
会
」 

「
歯
の
保
健
大
学
」の
報
告 

「
日
常
生
活
に
生
か
そ
う
」 

積
極
的
な
健
康
増
進
学
ぶ

積
極
的
な
健
康
増
進
学
ぶ 

積
極
的
な
健
康
増
進
学
ぶ

積
極
的
な
健
康
増
進
学
ぶ 

積
極
的
な
健
康
増
進
学
ぶ 

　
第
31
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
、
３
月
９
日
（
日
）、
み
な
か
み
町
新
治
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
１
９
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
、
高
山
支
部
の
「
歯
の
保
健
大
学
」
開
講
、
水
上
支
部
の
「
機
関
紙
配
布
者
交

流
会
」
が
報
告
。
石
山
延
吉
先
生
（
利
根
中
央
病
院
内
科
医
師
）
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」

の
記
念
講
演
。
氏
家
裕
子
保
健
師
の
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
の
話
。
参
加
者
全
員

で
日
頃
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
め
る
健
康
づ
く
り
体
操
や
、
歯
周
病
を
調
べ
る
「
サ
リ
バ
ス

タ
ー
」
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
新
治
支
部
有
志
の
「
花
笠
音

頭
」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
小
林
喜

市
、
阿
部
由
子
両
理
事
の
司
会
で

す
す
め
ら
れ
、
都
築
靖
理
事
長
、

来
賓
の
大
川
浩
一
み
な
か
み
町
収

入
役
の
あ
い
さ
つ
後
、
早
速
石
山

先
生
の
記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。 

第31回保健組織活動交流集会 

　
生
方
友
季
、
原
澤
裕
両
職
員
の

指
導
に
よ
る
「
日
常
な
が
ら
運

動
」
と
「
転
倒
予
防
体
操
」
は
、

日
常
生
活
の
中
で
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
で
も
簡
単
に
出
来
る
運
動

や
、
「
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」
に

合
わ
せ
て
の
体
操
な
ど
を
参
加
者

全
員
で
行
な
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
、「
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
で
の
運
動
で
も

筋
力
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
。
班
会
に

も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」「
高

齢
者
に
も
無
理
な
く
出
来
る
運
動

で
続
け
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

運動と食事療法 
メタボリック症候群対策 

石山先生の講演から 

　
組
合
員
の
報
告
は
、
水
上
支
部

の
小
崎
昭
子
さ
ん
が
、
支
部
で
３

年
前
か
ら
毎
年
１
回
開
く
「
機
関

紙
配
布
者
交
流
会
」
を
報
告
。

「
交
流
が
出
来
、
為
に
な
る
の
で

続
け
て
ほ
し
い
」
と
好
評
で
、
参

加
者
は
年
々
ふ
え
今
年
は
41
人
で
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」
の
学

習
や
「
転
倒
予
防
体
操
」
等
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
行
事
を
行
う
中

で
若
い
活
動
の
担
い
手
も
増
え
、

役
員
の
活
動
へ
の
協
力
体
制
も
強

ま
り
、
班
会
や
増
資
な
ど
諸
活
動

が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
高
山
支
部
の
田
村
武
夫
さ
ん

は
、
昨
年
11
月
に
開
講
し
た
「
歯

の
保
健
大
学
」を
報
告
。「
保
健
大

学
」
は
50
代
〜
70
代
と
幅
広
い

参
加
で
お
こ
な
い
、
夫
婦
同
伴
で

の
受
講
も
何
組
か
あ
っ
た
。
22

人
の
方
が
無
事
修
了
し
「
歯
の
保

健
委
員
」
が
誕
生
し
た
。
授
業
で

は
、
歯
み
が
き
の
大
切
さ
や
定
期

的
な
受
診
が
重
要
な
こ
と
な
ど
を

学
ん
だ
。
支
部
で
は
、
こ
れ
を
地

域
に
普
及
し
よ
う
と
２
月
か
ら
開

い
て
い
る
「
歯
の
健
康
班
会
」
に

は
、
若
い
母
親
が
子
供
と
一
緒
に

参
加
す
る
な
ど
好
評
で
す
。 

健
康
づ
く
り
体
操 

　
継
続
に
挑
戦 

     

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
基
準
は
、

「
へ
そ
」の
周
り
の
ウ
エ
ス
ト
径
が

男
性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
以
上
の

値
の
人
で
、①
中
性
脂
肪
ま
た
は

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
。

②
高
血
圧
。
③
空
腹

時
血
糖
の
３
項
目
中

２
項
目
以
上
の
危
険

因
子
が
該
当
す
れ
ば

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

と
判
断
さ
れ
る
。特
に

40
歳
代
以
上
で
は
、腹

部
肥
満
の
傾
向
が
高
く
、

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
の
測

定
が
重
要
で
す
。 

　
肥
満
や
高
血
圧
、糖

尿
病
な
ど
の
危
険
因
子
が
多
い
ほ

ど
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
に
な
る

確
率
は
高
く
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
に
な
る
と
心
臓
病
や
脳
卒
中

等
の「
心
血
管
系
」の
病
気
の
危

険
度
が
約
２
倍
高
く
な
り
ま
す
。

現
在
、日
本
人
の
約
30
％
の
人
が

こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、「
寝

た
き
り
」に
な
る
原
因
の
第
１
位

は
脳
血
管
の
病
気
で
す
。 

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」と
診

断
さ
れ
た
ら
、そ
の
ま
ま
に
せ
ず

す
ぐ
に
管
理
・
指
導
・
治
療
を

受
け
て
、「
心
血
管
系
」病
気
の
予

防
を
す
る
事
が
大
切
で
す
。そ
の

第
一
は
「
内
蔵
脂
肪
」
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
重

要
で
す
。そ
の
基
本
は

運
動
療
法
で
す
。そ
し

て
、食
事
療
法
を
含
め

た
生
活
習
慣
の
改
善

で
す
。 

　
運
動
療
法
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
①
歩
行
や
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
の
有
酸

素
運
動
。
②
「
き
つ

い
」と
感
じ
な
い
程
度

に
１
回
30
〜
60
分
、

週
３
回
以
上
の
運
動
。 

　
ま
た
、自
動
車
に
乗
ら
ず
、自

転
車
や
歩
く
な
ど
日
常
生
活
に

運
動
を
取
り
入
れ
、万
歩
計
を
付

け
日
頃
の
運
動
不
足
を
再
確
認
し
、

身
体
に
活
を
入
れ
る
こ
と
も
大

変
重
要
で
す
。 

「メタボリック症候群」の話を熱心にきく参加者の皆さん 

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
健
康
体
操 

石山延吉先生 

田村武夫さん 小崎昭子さん 



利 根 の 保 健  

〈
沼
田
中
支
部
〉 

坂
井
　
光
一 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

白
石
　
淳
一 

〈
利
南
支
部
〉 

青
木
　
照
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

藤
井
　
輝
雄 

〈
片
品
支
部
〉 

萩
原
　
好
一 

萩
原
　
　
慎 

星
野
ヤ
ヨ
イ 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

須
田
テ
ル
子 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

中
村
　
熙
也 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1310
口
以
上
） 

 

入
沢
　
又
一 

　
（
1270
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
60
口
以
上
） 

 

阿
部
　
君
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
550
口
以
上
） 

石
坂
　
テ
ツ 

　
（
320
口
以
上
） 

矢
嶋
　
　
仁 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
50
口
以
上
） 

鳥
山
　
　
均 

　
（
20
口
以
上
） 

荻
原 

シ
ヅ
ヱ 

〈
川
田
支
部
〉 

　
（
110
口
以
上
） 

 

森
下
喜
久
夫 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
170
口
以
上
） 

 

藤
井
　
輝
雄 

　
（
110
口
以
上
） 

 

田
村
甲
子
郎 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
1270
口
以
上
） 

　
　
小
菅
　
　
義 

　
（
610
口
以
上
） 

  

金
子
喜
一
郎 

　
（
260
口
以
上
） 

  

青
木
　
　
守 

　
（
120
口
以
上
） 

  

金
子
　
　
武 

　
（
40
口
以
上
） 

 

金
子
　
万
蔵 

　
（
10
口
以
上
） 

 

千
明
　
　
博 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1940
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
390
口
以
上
） 

星
野
　
成
一 

　
（
290
口
以
上
） 

萩
原
　
日
郎 

　
（
70
口
以
上
） 

 

星
野
　
　
實 

　
（
60
口
以
上
） 

 

丸
山
　
時
男 

　
（
50
口
以
上
） 

 

萩
原
　
一
男 

　
（
40
口
以
上
） 

 

萩
原
　
重
夫 

　
（
30
口
以
上
） 

 

萩
原
　
敏
夫 

佐
藤
　
政
博 

　
（
20
口
以
上
） 

 

萩
原
祐
治
郎 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
1500
口
以
上
） 

  

真
庭
　
利
治 

　
（
440
口
以
上
） 

  

尾
崎
　
孝
男 

　
（
40
口
以
上
） 

 

高
橋
専
二
郎 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
1560
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　
（
80
口
以
上
） 

 

　
阿
部
　
　
茂 

　
（
50
口
以
上
） 

 

高
橋
謙
一
郎 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
210
口
以
上
） 

  

武
田
　
芳
治 

　
（
110
口
以
上
） 

 

宇
津
木
彦
久 

　
（
20
口
以
上
） 

  

鈴
木
　
一
子 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
250
口
以
上
） 

入
部
　
　
武 

　
（
190
口
以
上
） 

  

田
村
　
照
代 

　
（
60
口
以
上
） 

 

山
口
吉
太
郎 

山
田
　
岩
吉 

　
（
20
口
以
上
） 

 

高
橋
　
忠
夫 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
460
口
以
上
） 

  

高
沢
英
之
助 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

  

浅
本
　
幸
子 

南
雲
　
義
昭 

　
（
40
口
以
上
） 

 

山
口
　
康
弘 

〈
高
山
支
部
〉 

　
（
40
口
以
上
） 

  

飯
塚
　
　
力 

（
30
口
以
上
） 

 

高
井
　
喜
作 

よ
う 

 

こ
そ 

2
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
2
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
十
二
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

2
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
2
月
の
増
資
は
六
〇
七
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
四
六
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

　
乳
が
ん
は
、
血
流
や
、
老
廃
物

を
運
ぶ
体
液
で
あ
る
リ
ン
パ
の
流

れ
に
乗
っ
て
広
が
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
手
術
で
は
乳
房
の
腫
瘍
と

一
緒
に
、
脇
の
下
の
転
移
の
お
そ

れ
が
あ
る
「
リ
ン
パ
節
」
を
取
る

の
が
通
常
の
方
法
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
腫
瘍
が
小
さ
い

場
合
転
移
し
て
い
な
い
リ
ン
パ
節

ま
で
取
っ
て
し
ま
い
結
果
的
に
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
不
必
要
な
手
術

と
な
り
、
意
味
が
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
手
術
で
は
、
「
腕
の

む
く
み
」
や
「
腕
の
感
覚
が
鈍
く

な
る
」
な
ど
の
後
遺
症
が
起
こ
り

や
す
く
、
手
術
療
法
の
問
題
点
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
わ
き
の
下
に
た
く
さ
ん
あ
る
リ

ン
パ
節
の
う
ち
、
最
初
に
が
ん
細

胞
が
た
ど
り
着
く
と
思
わ
れ
る
リ

ン
パ
節
を
「
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ

節
」
と
言
い
ま
す
。
が
ん
の
リ
ン

パ
節
へ
の
転
移
を
見
張
っ
て
い
る

と
言
う
意
味
で
「
見
張
り
リ
ン
パ

節
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
リ
ン
パ
節
を
見
つ
け
る
た

め
に
、
手
術
の
前
に
乳
が
ん
の
近

く
に
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
と
い
う
放
射

性
物
質
、
あ
る
い
は
色
素
を
局
所

注
射
し
ま
す
。 

　
当
院
で
は
特
殊
な
色
素
１
Ｃ
Ｃ

を
注
入
し
「
赤
外
観
察
カ
メ
ラ
」

を
使
っ
て
、
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ

節
を
探
し
出
し
て
こ
の
部
分
を
取

り
出
し
ま
す
。
た
だ
ち
に
が
ん
が

転
移
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
病

理
の
医
師
が
顕
微
鏡
で
調
べ
る

「
術
中
迅
速
診
断
」
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
転
移
が
認
め
ら
れ
な

け
れ
ば
、
そ
の
先
に
は
が
ん
が
転

移
し
て
い
な
い
と
見
な
し
て
、
そ

れ
以
上
の
リ
ン
パ
節
を
と
る
の
を

省
く
方
法
で
す
。 

　
外
科
で
乳
が
ん
手
術
を
主
に
担

当
し
て
い
る
中
島
先
生
は
「
利
根

沼
田
地
域
で
も
都
会
に
お
と
ら
ぬ

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
群
馬

県
内
初
の
機
械
を
導
入
し
ま
し

た
。
が
ん
治
療
と
も
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質)

の
実
生
活
を
め
ざ

し
た
い
と
考
え
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。 

　
乳
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
て

適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
90

％
以
上
が
治
せ
る
病
気
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め

に
、
定
期
的
な
乳
が
ん
検
診
を
受

け
る
と
と
も
に
、
自
己
検
診
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

「
お
口
の
健
康
」
を
題
材
に
「
口

福
カ
ル
タ
」
を
作
成
し
ま
す
。 

　
日
頃
の
お
口
の
健
康
づ
く
り
の

中
で
、
こ
れ
は
…
と
い
う
内
容
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
句
詠
ん

で
下
さ
い
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
絵

札
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
作
例
】 

　
な
　
な
く
し
た
ら
二
度
と
生
え

　
　
　
な
い
永
久
歯 

　
ま
　
孫
た
ち
に
入
れ
歯
見
せ
て

　
　
　
歯
み
が
き
講
座 

　
ろ
　
老
若
を
問
わ
ず
に
で
き
る

　
　
　
虫
歯
予
防 

　
作
品
は
、
利
根
歯
科
待
合
室
に

順
次
掲
示
し
、
年
末
に
、
カ
ル
タ

選
考
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
応
募
先
】
〒
三
七
八-

〇
〇
五
六
　
沼

田
市
高
橋
場
町
二
〇
〇
二-

一
　
利
根

歯
科
診
療
所    

口
福
カ
ル
タ
係 

　
「
利
根
沼
田
九
条
の
会
」
は
３

月
15
日
、
結
成
三
周
年
の
集
い

を
行
い
ま
し
た
。 

　
70
人
が
参
加
し
、
水
上
の
宇

津
木
正
三
郎
さ
ん
ら
３
人
の
尺
八

演
奏
と
民
謡
で
開
会
。 

   

記
念
講
演
は
、
前
橋
キ
リ
ス
ト

教
会
の
荒
川
雅
夫
牧
師
を
迎
え
心

に
し
み
る
話
で
感
動
し
ま
し
た
。 

　
活
動
報
告
と
し
て
、
日
頃
か
ら

署
名
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
の

訴
え
。
新
治
、
月
夜
野
に
つ
い
で

沼
小
学
区
九
条
の
会
の
発
足
な
ど

の
報
告
。
そ
う
し
た
な
か
昨
年
の

秋
に
ア
ピ
ー
ル
賛
同
署
名
が
一
万

を
超
え
た
。
い
っ
そ
う
各
地
域
に

呼
び
か
け
人
を
増
や
し
、
署
名
の

２
万
筆
達
成
を
め
ざ
そ
う
。
５
月

３
日
の
「
憲
法
記
念
日
集
会
」
に

大
勢
の
参
加
で
成
功
さ
せ
よ
う
。

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
23
回
生
協
囲
碁
大
会
が
３
月

16
日
に
行
わ
れ
63
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
地
域
で
最
も
大
き
な
大
会
と
な

り
、
80
歳
以
上
が
14
人
、
棋
力
別

３
組
に
分
か
れ
て
の
対
戦
で
す
。 

　
唯
一
の
小
学
生
、６
年
の
北
爪
裕

幸
君
は
昨
年
Ｃ
ク
ラ
ス
で
の
参
加
で

し
た
が
、今
年
は
Ａ
ク
ラ
ス
四
段
格

で
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。結
果
は

３
勝
２
敗
で
入
賞
、目
覚
ま
し
い
活

躍
に
参
加
者
か
ら「
こ
の
大
会
の
参

加
者
か
ら
プ
ロ
棋
士
誕
生
か
？
」の

声
が
出
て
い
ま
し
た
。ま
た
、Ｃ
ク
ラ

ス
で
は
今
大
会
の
最
高
齢
者
、高
橋

村
吉
郎
さ
ん（
92
歳
）が
優
勝
。表

彰
式
で
は「
す
ご
い
な
ー
」と
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

成
績
は
次
の
通
り
で
す（
支
部
）　 

Ａ
ク
ラ
ス（
29
人
）　       

　
優
　
勝
　
河
合
　
毅（
新
治
） 

　
二
　
位
　
倉
沢
　
輝
吉（
沼
東
） 

　
三
　
位
　
高
橋
　
建
六（
月
東
） 

Ｂ
ク
ラ
ス（
18
人
） 

　
優
　
勝
　
梅
沢
　
銀
一
（片
品
）        

    

二
　
位
　
大
河
原
好
一
（池
田
）  

　
三
　
位
　
高
橋
　
晟（
利
根
北
）  

Ｃ
ク
ラ
ス（
16
人
） 

　
優
　
勝
　
高
橋
村
吉
郎（
月
西
）

　
二
　
位
　
堤
　
勝
利（
沼
田
北
） 

　
三
　
位
　
阿
部
　
言
行（
池
田
） 

　
２
月
23
日
午
後
、
利
根
中
央

病
院
講
堂
で
「
乳
が
ん
の
最
新
治

療
」
と
題
し
て
公
開
講
座
が
開
か

れ
、
講
師
に
は
中
島
弘
樹
外
科
医

長
が
あ
た
り
約
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
「
乳
が
ん
は
増
え
て
い
て
、
女

性
に
と
っ
て
心
配
し
な
く
て
は
い

け
な
い
病
気
」
「
芸
能
人
も
た
く

さ
ん
か
か
っ
て
い
る
」
。
テ
レ
ビ

番
組
や
雑
誌
の
記
事
も
派
手
な
内

容
に
焦
点
を
あ
て
て
「
知
っ
て
い

て
欲
し
い
知
識
」
と
「
研
究
中
の

最
新
知
識
」
の
区
別
が
つ
き
に
く

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
な
ど
、

知
識
の
整
理
に
つ
な
が
る
幅
広
い

話
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
話
を
聞
い
て
詳
し
く
知
る
こ

と
が
出
来
た
」
「
こ
わ
く
て
話
を

聞
く
の
も
イ
ヤ
だ
っ
た
が
、
分
か

り
や
す
く
聞
い
て
検
診
を
し
て
も

ら
お
う
と
思
っ
た
」
「
早
期
発
見

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

い
ま
日
本
で
は
、
乳
が
ん
に
か
か
る
女
性
は
年
々
増
え
て
お
り
、

年
間
約
４
万
人
が
か
か
る
と
推
定
。
そ
れ
に
よ
り
、
亡
く
な
る

方
も
年
間
、
一
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
生
活
の

欧
米
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
年
間
30
人
余
り
の
乳
が
ん
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
手
術
療
法
で
大
切
な
の
は
「
が
ん
を
き
ち
ん
と
切

除
す
る
」
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
手
術
中
に
リ
ン
パ
節
へ
の

転
移
の
有
無
が
調
べ
ら
れ
る
「
赤
外
観
察
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。 
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負
担
少
な
い
最
新
手
術

負
担
少
な
い
最
新
手
術 

赤
外
観
察
カ
メ
ラ
導
入

赤
外
観
察
カ
メ
ラ
導
入 
負
担
少
な
い
最
新
手
術 

新
し
い
手
術
は 

乳がん
 

リ
ン
パ
の
流
れ
で
広
が
る 
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第
４
回
市
民
公
開
講
座 

「
検
診
の
大
切
さ
が
…
」 
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�
小
学
生
、 

高
齢
者
も
活
躍 

 

�
�
�

y
y
y口

福
カ
ル
タ

　
　
募
　
集

こ
う
ふ
く 

０８ ひまわり号参加のお誘い 
第14回の「友情列車」利根沼田ひまわり号が今年も走ります。 
今回は、鉄道博物館と大宮駅でちょっぴりショッピングです。 
■と　き　　　　　　５月18日（日） 
■参加費（昼食代含む）　大人5,900円　中高生4,500円　小人3,000円 
■申し込み締め切り　４月15日 
■お 問 い 合 せ 電話　22-0339 （阿部） 
　　　　「友情列車」ひまわり号を走らせる利根沼田実行委員会 

署
名 

２
万
を
め
ざ
し 

 

利
根
沼
田
九
条
の
会 

　
　
「
三
周
年
の
集
い
」 

赤
外
観
察
カ
メ
ラ
導
入 

荒川牧師 荒川牧師 

　わきの下には、10～30個程のリ
ンパ節がある。がんのそばに特殊
な色素を注射する。リンパ管を流
れ最初に到達するリンパ節が「セ
ンチネルリンパ節」。 

第23回 
囲碁大会 
第23回 
囲碁大会 

センチネルリンパ節生検組織診 
 

不眠症の原因は「昼間活動して夜眠る」という体内リズムの乱れや、眠くないのに無理に眠ろうとする事。リラックス出来ない事などが主な原因です。 

2008年４月１日（毎月1回1日発行） 第463号　（２） 



 

2008年４月１日（毎月1回1日発行） 第463号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 
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不眠症が長く続くと高血圧や糖尿病、うつ病を発症しやすくなったり、その症状の悪化につながりますので気をつけましょう。 

「兵隊はホシ数ではない、 
　　　　　　メシの数だ」 

片品村越本 

 笠 原 　 稔 （85歳） 

　
私
は
、
大
正
12
年
１
月
、
片
品

村
の
農
家
の
７
人
兄
弟
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。 

　
昭
和
18
年
４
月
に
大
型
自
動
車

二
種
の
免
許
を
取
っ
て
い
た
こ
と

が
軍
隊
生
活
の
中
で
幸
い
し
た
。

当
時
、
高
崎
に
県
内
唯
一
の
自
動

車
学
校
が
あ
り
、
三
ヶ
月
の
寮
生

活
で
取
得
で
き
た
。
県
内
で
も
極

わ
ず
か
の
取
得
者
だ
っ
た
。 

　
私
は
、
二
十
歳
で
徴
兵
検
査
を

受
け
第
１
乙
種
だ
っ
た
。
19
年
４

月
に
結
婚
。
一
ヶ
月
半
後
に
は
召

集
さ
れ
、
６
月
15
日
千
葉
県
市
川

市
国
府
台
73
部
隊
の
砲
兵
隊
に
入

隊
し
た
。 

県
内
か
ら
同
日
入
隊
し

た
者
は
60
人
余
り
だ
っ
た
。 

　
間
も
な
く
房
総
半
島
の
千
倉

町
、
白
浜
海
岸
の
沿
岸
防
衛
に
半

年
間
程
つ
い
た
。
　 

　
一
年
後
、
「
第
一
選
抜
上
等

兵
」
に
選
ば
れ
た
。
県
内
か
ら
一

人
だ
け
だ
っ
た
。
半
径
１
キ
ロ
ほ

ど
の
所
に
は
、
71
部
隊
（
衛
自
司

令
部
隊
）
、
85
部
隊
（
工
兵
隊
）

等
が
周
り
に
あ
っ
た
。
一
連
隊
と

言
う
と
７
、
８
千
人
、
そ
の
内
自

動
車
免
許
を
持
っ
て
い
た
者
は
５

〜
６
人
だ
っ
た
。
私
は
上
等
兵
と

な
っ
た
こ
と
で
、
三
ヶ
月
間
、
隊

の
上
級
幹
部
の
専
属
運
転
手
と
な

っ
た
。
何
階
級
も
離
れ
て
い
る
上

官
を
乗
せ
て
の
運
転
だ
っ
た
の

で
、
常
に
緊
張
し
た
日
々
だ
っ

た
。 

　
兵
隊
は
、
ホ
シ
数
（
階
級
）
で

は
な
く
メ
シ
の
数
だ
っ
た
。
内
務

班
で
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
「
古

兵
」
と
呼
ば
れ
る
四
年
兵
の
一
等

兵
の
意
地
悪
だ
っ
た
。
７
〜
８
班

で
小
隊
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、
罰

則
で
靴
を
く
わ
え
て
ハ
イ
ハ
イ
で

各
班
周
り
を
や
ら
さ
れ
た
り
、
古

兵
か
ら
「
ワ
ン
と
言
え
」
と
言
わ

れ
指
示
通
り
「
ワ
ン
」
と
言
っ
て

靴
を
落
と
し
て
し
ま
う
と
、
「
落

と
し
や
が
っ
た
」
と
言
っ
て
殴
ら

れ
る
。
ま
た
、
便
所
で
タ
バ
コ
を

隠
れ
て
吸
っ
て
、
上
の
隙
間
か
ら

煙
が
立
ち
上
が
る
の
を
見
つ
け
ら

れ
れ
ば
、
出
口
を
塞
が
れ
て
「
火

事
だ
」
の
声
で
バ
ケ
ツ
の
水
を
上

か
ら
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
何
度
も

あ
っ
た
。 

　
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
上
官

に
目
を
か
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

あ
る
日
、
上
官
か
ら
自
動
車
の
気

化
器
が
壊
れ
て
い
る
か
ら
と
点
検

を
指
示
さ
れ
た
。
修
理
を
終
え
班

に
帰
る
と
班
員
全
員
が
ビ
ン
タ
を

食
ら
っ
て
い
て
「
お
前
は
儲
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
。
誰
か
の
へ
ま

で
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
時
、

そ
の
直
前
に
他
愛
も
無
い
用
件
で

上
官
か
ら
呼
出
さ
れ
る
こ
と
で
、

し
ご
き
を
免
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
出

兵
す
る
こ
と
に
な
り
九
州
の
長
崎

に
全
国
か
ら
４
千
人
の
将
兵
が
集

結
し
た
。
し
か
し
、
数
日
後
教
育

隊
８
人
の
原
隊
復
帰
が
命
ぜ
ら

れ
、
そ
の
一
人
と
し
て
市
川
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
た
。 

  

そ
の
数
日
後
に
、
十
万
人
も
が

死
ん
だ
と
言
わ
れ
る
あ
の
「
東
京

大
空
襲
」
が
あ
っ
た
。
県
境
の
荒

川
に
は
死
人
が
溢
れ
て
い
た
。
そ

の
一
帯
は
、
一
ヶ
月
く
ら
い
燻
っ

て
煙
が
上
が
っ
て
い
た
。 

　
同
じ
頃
、
「
お
前
は
命
拾
い
し

た
な
」
と
言
わ
れ
た
。
派
遣
さ
れ

た
４
千
人
の
仲
間
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
沖
で
攻
撃
を
受
け
船
も
ろ
と
も

全
滅
し
た
と
聞
い
た
。 

　
部
隊
で
は
午
後
九
時
に
な
る
と

消
灯
と
な
る
。
便
所
以
外
は
う
ろ

つ
く
こ
と
も
出
来
な
い
。
上
官
の

炊
事
当
番
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
上
の
人
た
ち
が
残
し
た
ご
飯

を
お
に
ぎ
り
に
し
て
お
き
、
仲
の

良
か
っ
た
数
人
を
、
将
校
炊
事
場

に
そ
っ
と
呼
ん
だ
。
最
初
は
「
な

ぜ
、
今
頃
？
」
と
不
思
議
が
ら
れ

た
が
、
大
変
喜
ば
れ
た
。 

　
終
戦
後
、
残
務
整
理
を
終
え
て

11
月
に
祖
父
、
両
親
、
妻
が
待
つ

片
品
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。 

2月班会開催一覧 

沼田南　坊新田合同班（特定健診・特定保健指導）
４月から変わる健診制度とメタボ対策を保健師が説明。
「がん検診はどうなるの」「75歳以上の人は？」と
相次ぐ質問。行政の不徹底に住民は困惑しています。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

 

材木町11 
材木町１   
材木町２ 
東原新町13 
西原新町11 
上原町9-2 
上原町9-1 
上原町6-2 
上原町7-4 
西倉内町８ 
榛名町1-2 
榛名町8-2 
榛名町３ 
鍛冶町10 
鍛冶町５ 
鍛冶町６ 
高橋場町原田神明 
上久屋町馬場 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
中発知町木内 
中発知町岩本１ 
中発知町岩本２ 
中発知町木村 
中発知町田中板店 
中発知町原 
中発知町東西 
上井土町合同班 
東町田合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
尾合上 
中野合同班 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野橋下合同班 
月夜野合同班 
鹿野沢芦間下１ 
鹿野沢芦間下１ 
鹿野沢1-1 
鹿野沢1-1 
鹿野沢1-2 
鹿野沢2-1 
鹿野沢3-1 
鹿野沢3-2 
鹿野沢４ 
鹿野沢５ 
鹿野沢芦間下２ 
鹿野沢芦間下２ 
須川十二河原 
須川上１ 
須川上２ 
須川下 
布施河原上　 
布施河原下 
貝野瀬田中 
貝野瀬根岸 
貝野瀬大堀１ 
貝野瀬大堀２ 
貝野瀬大堀３ 
貝野瀬滝久保 
貝野瀬池原 
入原下２ 
入原下１ 
入原上２ 
入原１ 
判形前原 
中山新田上組１ 
中山新田下宿２ 
中山新田下宿１ 
いこいの家 
１階北 
どんぐり保育園 
ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

食生活の話、体脂肪測定 
甲状腺の話 
甲状腺の話 
花粉症の話 
花粉症の話 
指圧 
指圧 
指圧 
指圧 
呼吸器の話 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
脳卒中予防の話、大腸がんチェック 
大腸がんチェック、がんの話 
大腸がんチェック、がんの話 
大腸がんチェック、がんの話 
大腸がんチェック 
メガネの話 
簡単な体操 
セラバンド体操 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話、笑いの効用 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話、大腸がんチェック 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
体脂肪測定、薬の話 
不眠症の話、体脂肪測定、尿チェック 
乳がんの話 
乳がんの話 
健康チェック 
健康チェック 
お茶のみ班会、痴呆症の話 
輪投げ班会 
お茶のみ班会、痴呆症の話 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
お茶のみ班会、痴呆症の話 
骨密度測定、カムカム健康法 
体脂肪測定 
体脂肪測定 
体脂肪測定 
輪投げ班会、尿チェック 
輪投げ班会、尿チェック 
乳がんの話 
乳がんの話 
乳がんの話 
乳がんの話 
乳がんの話 
乳がんの話 
乳がんの話 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
輪投げ班会 
お日待ち班会 
歯の健康、保健大学補講 
歯の健康、保健大学補講 
歯の健康、保健大学補講 
薬草の話 
ストレスと心身症 
フッ素班会 
花粉症の話 
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3 
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3 
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5 
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3 
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3 
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3 
3 
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3 
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4 
3 
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4 
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4 
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4 
5 
7 
10 
10 
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沼田東
　 
 
 
 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
 
沼田北 
利　南 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
川　田 
 
白　沢 
川　場 
月夜野東 
 
 
月夜野西 
 
水　上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新　治 
 
 
 
 
 
昭和東 
 
 
 
 
 
 
昭和南 
 
 
 
高　山 
 
 
 
職域・他 
病棟・他 
 
 

小林永久子 
小野　のぶ 
大谷　好子 
雲越　タカ 
得能　淑子 
星野フジ子 
星野　栄子 
村田　定蔵 
武井　嗣男 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
金子　くら 
金子　恭子 
馬場半次郎 
下　　ろく 
竹村　健一 
石倉　時子 
織田沢澄世 
 
星野　早苗 
木村　正栄 
小野　康博 
塩野　初次 
木村　淳一 
梶原　一紀 
木村　芳春 
桑原　定吉 
星野　　博 
桑原　信子 
茂木　ちよ 
生方志づ子 
角田　梅子 
宮田　正子 
山田八重子 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
広井小夜子 
斉藤　　忠 
田村　末子 
田村　末子 
小林マサ子 
小林マサ子 
武田　澄江 
木村とき子 
上山　たか 
須田　裕子 
木村　初恵 
荒木　洋子 
飯塚シュン 
飯塚シュン 
田村　照代 
梅沢　貞子 
木桧　芳子 
水野久美子 
小林せつ子 
高橋　キミ 
萩原　孝治 
横坂　孝志 
木村　隆志 
鈴木　三郎 
吉野たか子 
 
 
堤　　みゑ 
諸田　まつ 
堤　アサ江 
青木　みね 
木村千代子 
唐沢　　敏 
渡辺　盛喜 
林　利喜夫 
奥木　　茂 
西畠みどり 
高橋いずみ 
野村　　操 

75回 総  計 372人 

利
根
北
　
大
原
合
同
班 

　
認
知
症
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
題
材
の

「
ホ
ー
ム
・
ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
」
の
上
映

会
。
心
温
ま
る
家
族
愛
の
ド
ラ
マ
で
し
た
。 

「
歯
の
保
健
大
学
」
で
「
口
の
中
の
健
康
づ
く
り
」
を
学
ん

だ
受
講
者
ら
が
「
こ
の
知
識
を
近
所
の
み
ん
な
に
…
」
「
も

っ
と
色
ん
な
予
防
の
大
切
さ
を
知
ろ
う
」
と
、
あ
ち
こ
ち
の

班
で
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
実
習
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

いつまでも自分の歯で　
「歯の保健大学」修了式 

水上 
支部 が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院 

市
民
公
開
講
座
の
ご
案
内 

講
演 

日
時 

講
師 

会
場 

「
緩
和
医
療
に
つ
い
て
」 

が
ん
以
外
の
疾
患
も
含
め
、
痛
み
や
苦
し
い
こ
と
、 

つ
ら
い
こ
と
な
ど
を
緩
め
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
医 

療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

平
成
20
年
４
月
12
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分 

利
根
中
央
病
院
　
緩
和
ケ
ア
診
療
科 

　
　
　
　
　
　
医
長
　
原
　
　
　
敬 

利
根
中
央
病
院
　
研
修
棟
　
講
堂 

　
　
（
病
院
裏
　
ひ
さ
ご
食
堂
隣
り
） 

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

第 ５ 回 

「歯の保健大学」を契機に
あちこちで健康班会

新田合同班（歯の手入れ） 新田合同班（歯の手入れ） 

中山 原合同班（歯周病チェック） 中山 原合同班（歯周病チェック） 

尻高 熊野班（内臓脂肪チェックと転倒予防体操） 尻高 熊野班（内臓脂肪チェックと転倒予防体操） 

戦
争
体
験
記
募
集 

心
身
を
苦
し
め
た
青
年
期
の
戦
争
体
験
を 

生
き
た
証
と
し
て
、
書
き
残
し
て
下
さ
い
。 

聞
き
書
き
も
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

生
協
組
織
課
　
℡
22
ー
２
３
０
０
ま
で 

ご
連
絡
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

高山 
支部 

く
す
ぶ 

VVVVVVVVVVVVVV
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

VVVVV

４回講座をしっかり終えて、見事「歯の保健委員」
となった受講者たち。「いい勉強になった」「楽し
かったのでまたやりたいね」と笑顔の修了式でした。 

４回講座をしっかり終えて、見事「歯の保健委員」
となった受講者たち。「いい勉強になった」「楽し
かったのでまたやりたいね」と笑顔の修了式でした。 
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春
霞
み
谷
川
岳
も
ぼ
や
け
た
り
厚
き
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
て

出
掛
け
る 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
で
す
か
と
書
出
し
の
決
ま
り
文
句

の
五
歳
の
手
紙 

 

何
時
の
日
か
熟
読
せ
ん
と
思
う
ま
ま
棚
に
黄
ば
み
し
武

蔵
三
巻 

 

鵯
の
声
一
度
も
聞
か
ぬ
此
の
冬
も
ハ
イ
ム
に
暮
ら
し
我

が
庭
を
恋
ふ 

 

今
日
も
又
雪
雪
雪
と
暮
れ
行
く
に
一
輪
差
し
に
侘
助
の

咲
く 

 

通
勤
で
通
ひ
し
駅
が
無
人
駅
久
し
き
歳
月
移
り
ゆ
く
世

ぞ 
 

座
す
吾
を
呼
ぶ
や
誘
ふ
や
竹
む
ら
は
空
に
う
ね
り
て
波

の
ご
と
見
ゆ 

 

三
寒
四
温
の
日
ざ
し
を
浴
び
て
紅
梅
の
盆
栽
春
を
待
ち

に
け
り 

 

待
ち
わ
び
し
千
秋
楽
の
対
戦
は
両
横
綱
の
モ
ン
ゴ
ル
の

人 

沼
田
市
清
水
町
　
　
　
堀
　
越
　
京
　
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
角
　
田
　
勝
　
子 

  

川
場
村
門
前
　
　
　
　
林
　
　
　
郁
　
男 

  

み
な
か
み
町
上
牧
　
　
阿
　
部
　
房
　
子 

  

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

川
場
村
谷
地
　
　
　
　
滝
　
田
　
茂
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
横
　
坂
　
良
　
子 

不眠症には「入眠障害」や「中途覚醒」など４つのタイプがあり、それぞれ対処法が違いますので、長く続く時には「精神科」等を受診しましょう。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

奥
利
根
は
水
の
ふ
る
さ
と
辛
夷
咲
く 

  

早
春
や
小
旗
で
送
り
し
兵
の
墓 

  

せ
せ
ら
ぎ
の
音
高
ま
り
て
水
温
む 

  

谷
川
の
聖
水
満
ち
て
我
が
田
か
な 

  

巣
立
つ
子
に
母
が
手
ほ
ど
く
厨
に
て 

  

仏
壇
に
供
え
て
香
る
よ
も
ぎ
餅 

  

千
の
風
吹
い
て
春
め
く
過
疎
の
里 

  

蕗
味
噌
に
話
ひ
ろ
が
る
夕
餉
か
な 

  

よ
う
や
く
に
観
喜
の
蕾
君
子
蘭 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

  

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
横
　
坂
　
成
　
庄 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
齋
　
藤
　
万
里
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
小
　
林
　
鈴
　
子 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
石
　
川
　
文
　
星 

　 
 

み
な
か
み
町
石
倉
　
　
林
　
　
　
恵
美
子 

  

沼
田
市
鍛
冶
町
　
　
　
町
　
田
　
ア
イ
子 

豆腐入り春巻き 

□ 作り方 
① 豆腐、あさり缶は水気をよく切っておく。チー

ズは5㎜角に切り、桜えびはみじん切りにする。

青じそは洗って水気を切る。 

② ボウルに豆腐を入れてよくほぐし、なめらかに

なったら、あさり、チーズ、桜えびを加えて、よく

混ぜて8等分にする。 

③ 春巻きの皮の上に青じそをのせ、その上に②を

のせて巻き、水溶き片栗粉でとめる。 

④ 170°くらいの油で揚げる。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　高橋 昇） 

豆腐入りで、春巻きとはちょっと 
変わった食感が楽しめます。 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
「
過
活
動
膀
胱
」
と
い
う
病
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？ 

　
男
女
を
問
わ
ず
40
歳
以
上
の
12.

4
％
が
罹
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
有
病
率
が
増
加
し
、

40
歳
代
で
は
4.

8
％
で
す
が
、80
歳
以
上
で
は
36.

8
％
も

の
人
が
罹
っ
て
い
ま
す
。 
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尿
の
ト
ラ
ブ
ル

尿
の
ト
ラ
ブ
ル《
後
編
》

《
後
編
》 

過
活
動
膀
胱

過
活
動
膀
胱 
過
活
動
膀
胱

過
活
動
膀
胱 
尿
の
ト
ラ
ブ
ル《
後
編
》 

過
活
動
膀
胱 

利根中央病院 
泌尿器科医長 

田村　芳美 

　
過
活
動
膀
胱
と
は
「
尿
意
切
迫

感
を
有
し
、
通
常
は
頻
尿
お
よ
び

夜
間
頻
尿
を
伴
い
、
切
迫
性
尿
失

禁
を
伴
う
こ
と
も
あ
れ
ば
伴
わ
な

い
こ
と
も
あ
る
」
と
２
０
０
２
年

に
国
際
学
会
で
新
し
く
定
義
さ
れ

た
病
名
で
す
。 

　
過
活
動
膀
胱
の
一
つ
一
つ
の
症

状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
？
「
尿
意
切
迫
感
」
と
は
、
そ

れ
ま
で
何
で
も
な
か
っ
た
の
に
突

然
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
り
、
我

慢
す
る
の
が
難
し
い
症
状
の
こ
と

で
す
。
「
頻
尿
」
と
は
日
中
排
尿

回
数
が
８
回
以
上
で
、
か
つ
夜
間

就
寝
中
も
１
回
以
上
の
場
合
で
す
。 

　
一
方
、
急
に
尿
を
し
た
く
な

り
、
ト
イ
レ
ま
で
我
慢
で
き
ず
尿

が
も
れ
て
し
ま
う
症
状
の
こ
と
を

「
切
迫
性
尿
失
禁
」
と
言
い
ま

す
。
類
似
の
症
状
で
「
腹
圧
性
尿

失
禁
」
と
い
う
病
名
が
あ
り
ま

す
。
く
し
ゃ
み
や
咳
を
し
た
時
、

重
い
物
を
持
っ
た
時
、
坂
道
を
下

っ
た
時
な
ど
に
尿
が
も
れ
る
症
状

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
過
活
動
膀

胱
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。 

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク 

過
活
動
膀
胱
っ
て
？ 

過
活
動
膀
胱
の 

　
原
因
は
？ 

　
過
活
動
膀
胱
の
原
因
は
、
脳
卒

中
や
脊
髄
損
傷
の
後
遺
症
、
出
産

や
加
齢
に
よ
る
骨
盤
内
筋
肉
の
脆

弱
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
原
因
が
特
定
で
き
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
実
際
の
外
来

診
療
で
は
膀
胱
炎
な
ど
の
疾
患
が

な
い
こ
と
を
否
定
し
た
上
で
、
先

の
問
診
票
で
診
断
が
決
定
す
る
と

投
薬
治
療
を
行
い
ま
す
。
膀
胱
を

収
縮
さ
せ
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と

い
う
物
質
の
働
き
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
膀
胱
の
過
敏
な
収
縮
を

抑
え
る
、
抗
コ
リ
ン
剤
と
い
う
薬

が
主
に
使
わ
れ
ま
す
。 

　
ご
自
分
で
で
き
る
治
療
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
①
ト
イ
レ
に
行
き

た
く
な
っ
て
も
我
慢
す
る
膀
胱
訓

練
を
お
勧
め
し
ま
す
。
５
分
く
ら

い
か
ら
始
め
て
、
少
し
ず
つ
時
間

を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
②
尿
道
を
締
め
る
力
を
鍛
え
る

骨
盤
底
筋
体
操
も
お
勧
め
で
す
。

仰
向
け
で
足
を
軽
く
広
げ
、
膝
を

曲
げ
た
姿
勢
で
肛
門
を
ギ
ュ
ッ
と

締
め
た
り
緩
め
た
り
し
ま
す
。
１

日
50
回
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
２

〜
３
分
で
終
わ
り
ま
す
が
、
毎
日

行
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。 

治
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
症

状
に
つ
い
て
４
つ
の
質
問
が
あ

り
、
答
え
の
選
択
肢
に
０
〜
５
点

の
点
数
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
１
週
間
の
あ
な
た
の
状
態
に

最
も
近
い
も
の
を
一
つ
だ
け
選
ん

で
、
点
数
の
数
字
を
○
で
囲
ん
で

く
だ
さ
い
。 

　
質
問
３
「
尿
意
切
迫
感
」
に
つ

い
て
の
点
数
が
２
点
以
上
か
つ
全

体
の
合
計
点
数
が
３
点
以
上
で
あ

れ
ば
、
あ
な
た
は
過
活
動
膀
胱
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
泌
尿
器
科

を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
一
応
、
０
〜
５
点
は
軽
症
、

６
〜
11
点
は
中
等
症
、
12
〜
15

点
は
重
症
で
す
。 

木綿豆腐…１丁　　　　　 青じそ…8枚 
プロセスチーズ…50ｇ　　春巻きの皮…8枚 
桜えび…10ｇ　　　　　　あさり缶…50ｇ 
片栗粉、油…各適量 

質問 

１ 

２ 

３ 

４ 

症　　状 

朝起きた時から寝る時 
までに、何回くらい 
尿をしましたか 

0 
1 
2 
0 
1 
2 
3 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
0 
1 
2 
3 
4 
5

７回以下 
８～14回 
15回以上 
０回 
１回 
２回 
３回以上 
無し 
週に１回より少ない 
週に１回以上 
１日１回くらい 
１日２～４回 
１日５回以上 
無し 
週に１回より少ない 
週に１回以上 
１日１回くらい 
１日２～４回 
１日５回以上 

夜寝てから朝起きるまで 

に、何回くらい尿をする 

ために起きましたか 

急に尿がしたくなり、 

がまんが難しいことが 

ありましたか 

急に尿がしたくなり、 

がまんできずに尿をもらす 

ことがありましたか 

  ０～５点………軽症 
 ６～11点………中等症 
12～15点………重症 

合計点数　　　　　　点 

頻　度 点 数 

　
総
代
の
役
を
引
き
受
け
て
四
期

目
、
医
療
部
会
の
通
信
教
育
を
四

年
続
け
て
受
講
し
て
い
る
武
田
さ

ん
。
支
部
で
は
若
手
の
総
代
さ
ん

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
歯
の
正
し
い
磨
き
方
や
細
菌

に
つ
い
て
な
ど
、
大
変
勉
強
に
な

っ
た
」
と
「
歯
の
保
健
大
学
」
を

卒
業
し
、
歯
の
保
健
委
員
と
し
て

も
活
躍
中
。
一
月
に
千
葉
県
で
開

か
れ
た
交
流
会
で
は
、
そ
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
「
緊

張
し
た
け
れ
ど
、
他
の
人
の
報
告

も
参
考
に
な
っ
た
し
、
そ
の
後
の

交
流
も
楽
し
か
っ
た
」 

　
山
歩
き
や
写
真
を
撮
る
こ
と
が

趣
味
と
い
う
武
田
さ
ん
は
「
生
協

活
動
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え
、

刺
激
に
な
る
。
今
後
は
湯
原
地
区

で
健
康
班
会
を
活
発
に
し
て
い
く

こ
と
が
目
標
」と
話
し
て
い
ま
す
。 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
健
康
班
会
を
活
発
に
」 

み
な
か
み
町
湯
原
　
武
田
直
子 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 


